




































2017年 3 月から本格オープンし、その後は毎月 1 回（ 2 月・ 8 月は休止）、土曜日か日曜日




























回数 開催日 参加人数 運営者
1回目 2016年11月12日（土） 10人 11人（学生 7人・卒業生 2人・教員 2
人・ボランティア 1人）
2回目 2017年 3 月11日（土） 15人 10人（学生 7人・卒業生 2人・教員 1
人）
3回目 2017年 4 月15日（土） 10人 10人（学生 4人・卒業生 3人・教員 2
人・ボランティア 1人）
4回目 2017年 5 月14日（日） 9人（子ども 1人） 9人（学生 6人・卒業生 2人・教員 1
人）
5回目 2017年 6 月11日（日） 5人（子ども 1人） 12人（学生 9人・卒業生 2人・教員 1
人）
6回目 2017年 7 月 8 日（土） 8人（子ども 2人） 16人（学生 8人・卒業生 5人・教員 2
人・ボランティア 1人）
7回目 2017年 9 月16日（土） 5人（子ども 2名） 10人（学生 5人・卒業生 2人・教員 2
人・ボランティア 1人）
8回目 2017年10月 7 日（土） 8人（子ども 2人） 7人（学生 4人・教員 2人・ボランテ
ィア 1人）
9回目 2017年11月12日（土） 3名（子ども 2名） 6名（学生 4名教員 1名ボランティア
1名）
10回目 2017年12月15日（土） 7名（子ども 2名） 7名（学生 5名卒業生 1名教員 1名）
11回目 2018年 1 月13日（土） 5名（子ども 2名） 13名（学生 8名卒業生 3名教員 1名ボ
ランティア 1名）
12回目 2018年 3 月11日（日） 9名（子ども 2名） 9名（学生 8名教員 2名）
13回目 2018年 4 月21日（土） 9名（子ども 2名） 6名（学生 5名教員 1名）
14回目 2018年 5 月13日（日） 5名（子ども 5名） 8名（学生 4名卒業生 2名教員 1名ボ
ランティア 1名）
15回目 2018年 6 月 3 日（日） 7名（子ども 4名） 13名（学生 9名卒業生 3名教員 1名）
16回目 2018年 7 月14日（土） 1名（子ども 1名） 11名（学生 8名卒業生 2名教員 1名）
17回目 2018年 9 月15日（土） 4名（子ども 0名） 7名（学生 4名卒業生 1名教員 2名）








均8.0人）、2018年67人（ 1 回平均6.7人）、2019・2020年78人（ 1 回平均7.8人）であった。子ど





15名（子ども11名） 9名（学生 7名・卒業生 1名・教員 1
名）
21回目 2018年 1 月12日（土） 11名（子ども 8名） 10名（学生 7名・卒業生 2名・教員 1
名）
22回目 2018年 3 月 9 日（土） 8名（子ども 6名） 6名（学生 2名・卒業生 2名・教員 2
名）
23回目 2019年 4 月13日（土） 9名（子ども 6名） 7名（学生 3名・卒業生 2名・教員 2
名）
24回目 2019年 5 月12日（日） 10名（子ども 6名） 14名（学生 9名・卒業生 3名・教員 2
名）
25回目 2019年 6 月 8 日（土） 17名（子ども12名） 10名（学生 9名・教員 1名）
26回目 2019年 9 月14日（土） 9名（子ども 1名） 10名（学生 5名・卒業生 3名・教員 2
名）
27回目 2019年10月19日（土） 2名（子ども 2名） 10名（学生 8名・教員 2名）
28回目 2019年11月 9 日（土） 2名（子ども 2名） 9名（学生 8名・教員 1名）
29回目 2019年12月14日（土） 4名（子ども 2名） 7名（学生 5名・教員 2名）
30回目 2020年 1 月11日（土） 8名（子ども 2名） 7名（学生 4名・卒業生 2名・教員 1
名）













スタッフ人数（のべ人数）は2016・2017年98人（ 1 回平均9.8人）、2018年94人（ 1 回平均9.4
人）、2019・2020年96人（ 1回平均9.6人）とほぼ変動はない。その中で学生の参加（のべ人数）





















10回 80人 8.0人 12人 1.20人 98人 9.80人
2018年 10回 67人 6.70人 33人 3.30人 94人 9.40人
2019・
2020年
10回 78人 7.80人 47人 4.70人 96人 9.60人



































































































　朝日新聞（山梨県版） 　2019年 2 月 6 日（水）
　教育学術新聞　　　　　2019年 4 月17日（金）
ⅱ雑誌等記事
　「厚生福祉」　　　　　　2017年 2 月21日
　「月刊福祉2017年 7 月号」全国社会福祉協議会
　「医療と介護の総合サポートマガジン　メディサポ　2017年秋」
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ェの意義も含めて活動報告を行った。報告を聞いた参加者から、子どもの学習支援を同時開催
していることへの質問が多く反響が大きかった。山梨県大学コンソーシアムが主催している学
生イニシアティブ事業成果報告会には、オレンジカフェ身延山と同時開催している子どもの学
習支援の報告を学生が行い、2018年度には奨励賞を受賞した。このようにこれまで行ってきた
活動を報告することにより、オレンジカフェ身延山を広く周知するだけではなく、学生たちに
とってはプレゼンテーション力の向上にも繋がっていった。
この他にも日本仏教社会福祉学会、日本認知症ケア学会にて学会発表を行ったり、論文報告
を行ったりして、大学が認知症カフェを行う意義について明らかにしていくようにした。また
朝日新聞、山梨日日新聞等で記事として取り上げてもらい、身延山大学で認知症カフェを行っ
ていることが広く周知されるようになっていった。
4 　活動の効果
これまで 3 年間オレンジカフェ身延山を実施してきて、活動の効果としては（1）地域の社
会資源として定着、（2）多世代交流の場への変化、（3）学生への教育効果の 3 つが考えられ
る。
（1）地域の社会資源として定着
身延町内では 2つの認知症カフェがあり、オレンジカフェ身延山はその 1つである。これま
で活動を行ってきたことで、身延町内の関係機関から「学生たちの力を借りたい」と声をかけ
られることが増えた。町内で行われる「みのぶまつり」「ふれあいマルシェ」「みのワーク」
「町内フォーラム」といったイベントに呼ばれ、学生が認知症カフェの取り組みを報告した
り、出展して啓発を行ったりといった活動の幅を広げることができた。これらのことから、オ
レンジカフェ身延山が地域の社会資源の 1つとして定着してきたと言える。
高齢者や子どもたちにとっては週末の居場所としても定着しつつあり、参加者である子ども
の親からは「週末は仕事があるので子どもたちは部屋でゲームばかりしている。このような場
所があるのはありがたい」といった声を聞くことが何度かあった。
（2）多世代交流の場への変化
最初は高齢者を対象にして実施していた。実際に活動のＰＲも高齢者の人たちに届くよう
に、チラシ等で情報発信していった。しかし活動場所である商店街の子どもたちが遊びに来る
ようになって以降、高齢者だけの居場所ではなく、子どもの学習支援も一緒に行うようにな
り、多世代交流の場に変化していった。最初は子どもたちの自由な行動に高齢者が叱責する場
面も見られたが、その後は高齢者と子どもが一緒の場にいることに違和感なくなっていった。
40 認知症カフェを立ち上げて3年間の活動（楢木）
オレンジカフェ身延山が、高齢者、大学生、そして子どもと多世代が集う場所へと変化してい
ったのである。
（3）学生への教育効果
オレンジカフェ身延山は企画・運営を身延山大学の学生が主体になって行っている。そのた
め、学生たちが「考えて実践する」ことを意識するようになった。毎回の準備段階で前回の課
題を踏まえて次回をどのように行えばいいか考え実際に活動を行う、という流れが定着してい
る。そのため「考えて実行し、そしてまた考える」ことの必要性に気づき、このような実践が
「卒業して福祉現場で働くようになった時に活かされている」と卒業した学生たちから聞くこ
ともあった。
5 　今後の課題
現在、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、活動を休止している。この状況がいつまで
続くか見通せないため、今後の展望を描きづらくなっている。オレンジカフェ身延山はこれま
で学生が主体となり企画・運営を行ってきた。そのため活動の中心を担ってきた学生たちが卒
業していく中で継続していくことは、以前から課題となっていた。そして活動中止の状況が長
引けば、オレンジカフェ身延山を継続して行くこと自体が難しくなってしまう。このような状
況ではあるが、再開するようになった時に地域の社会資源の 1つとして活動できる体制を整え
ておくことが大切である。高齢化率の高い身延町において、学生が主体となって活動するオレ
ンジカフェ身延山を貴重な社会資源の 1つとして維持していくこと、これこそが今後の課題に
なると考えている。
3年間の活動の中で、筆者のゼミ生としてオレンジカフェ身延山の活動の中心を担ってきた
宮澤由希さん、古屋法子さん、小泉美佳さん、松村美七海さん、深沢辰哉さん、齋藤さくらさ
ん、池原里穂さん、そして卒業生としてボランティアに参加してくれた日向成美さん、鈴木里
菜さんがいたからこそ、これまで継続的に活動
を行うことができたと感じている。また、これ
まで活動に参加してきた多くの学生及び卒業生
に感謝したい。
オレンジカフェ身延山の活動を行った学生・卒業生
41身延山大学仏教学部紀要第21号　令和２年10月
〈参考文献〉
1）厚生労働省　「認知症施策総合戦略（新オレンジプラン）」　（2015）
〈キーワード〉
認知症カフェ、社会資源、多世代交流、学生主体
